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１．序論

格闘技の試合において採用されている階級制は、体

重によって分類されているものが多い。それは、打撃

などにおいて体重をパワーとして捉える事ができるか

らであると考えられる。その中で、伝統空手道競技の

場合、打撃は「寸止め」が原則とされているため、学

生の多くの大会では階級制が設けられておらず、その

ために体格の大きく異なる選手同士でも試合を行なっ

ている。しかし、空手道競技も格闘技の一つであり、

対人競技である。そのため、体格が大きく異なること

によって戦術、戦略においても有利、不利が生じてし

まうと考えられる。

そこで、パワーと相関のある体重ではなく、攻撃に

おいて有利であると考えられる身長によって階級を分

けることで、競技能力を平等にし、伝統空手道競技独

自の階級制を見出すことが出来ると考える。本研究で

は、伝統的空手競技選手の形態と体力を比較すること

により、独自の階級制の可能性を探ることを目的とし

た。

２．方法

被験者は、早稲田大学空手部の男女１６名とした。

空手経験年数は３～１５年であり、全員が有段者であ

る。

形態として、身長、体重、体脂肪率、骨格筋量、そ

れぞれの部位における体重に対する発達率（右腕、左

腕、体幹、右脚、左脚）、ウエストヒップ比（周り／お

尻周り），骨量（ＢＭＣ）、基礎代謝量（ＢＭＲ）、上腕

周囲長（ＡＣ）、上腕筋肉周囲長（ＡＭＣ）、体細胞量

（ＢＣＭ）を測定した。体力測定として、上体起こし、

反復横とびを測定した。

３．結果

Ⅰ．身長との相関

形態では、男女ともに、筋肉量（右脚）、筋肉量（左

脚）において、１％の水準で強い相関が認められた。

また、体重に対する発達率（右脚）、体重に対する発達

率（左脚）において、５％の水準でやや強い相関が認

められた。運動能力においては男女ともに相関関係は

認められなかった。

Ⅱ．体重との相関

形態では、男女ともに、筋肉量（左腕）、筋肉量（体

幹）において、１％の水準で強い相関が認められた。

また、筋肉量（右腕）においては、男子選手は１％の

水準で強い相関が、女子選手は５％の水準でやや強い

相関が認められた。運動能力においては、女子選手の

み上体起こしと５％の水準でやや強い相関が認められ

たが、反復横とびにおいては相関関係が認められず、

男子選手においてはどちらも相関関係が認められなか

った。

４．考察

身長は下半身、体重は上半身の筋肉量や発達率と関

係があるということが分かった。このことから、身長

が高い選手ほど、蹴り技を容易に使用することのでき

る筋肉が備わっており、踏み込みの距離も長いと考え

られる。また、体重の重い選手ほど、突き技を容易に

使用することのできる筋肉が備わっており、腹部に対



する攻撃にも耐えうることが出来ると考えられる。し

かしながら、運動能力に関しては、身長、体重共に関

係がないということが分かった。

５．まとめ

身長、体重と形態、運動能力の相関を調べることに

よって、伝統空手道競技に適した階級制を見出すこと

を目的とした。しかし、身長は下半身の筋肉量、体重

は上半身の筋肉量と関係性があり、運動能力は身長、

体重共に関係性がないという結果出た。そのため、本

研究のみでは、身長、体重のどちらが伝統空手道競技

の階級制として適しているか判断することはできなか

った。

目的を達成するためには、この研究をもとに、体重

に影響を受けているとされた上半身の筋肉量や腕の長

さと突きのスピードの関連性、さらに身長に影響を受

けているとされた下半身の筋肉量や脚の長さと蹴りの

スピードの関連性などを調査することが望ましいと考

える。


